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 匝瑳市の現状（統計とアンケート結果） 

 

１．匝瑳市の現状 

(１)人口 

１）総人口の推移と推計人口 

人口の推移をみると、総人口は減少傾向にあり、第２次計画最終年度の令和６年（2024 年）４

月１日現在では 34,000人を割り込んでいます。年齢別人口では、老年人口（65歳以上）は増加

しており、年少人口（0～14歳）と生産年齢人口（15～64歳）は減少しています。 

推計人口をみると、総人口の減少傾向は続き、令和１１年（2029 年）には 29,984 人となる見

込みです。 

 

【図表 総人口の推移と推計人口】 

 

 

 

資料：平成 31 年（2019 年）～令和６年（2024 年）は「千葉県年齢別・町字別人口（４月
１日現在）」の実績値、令和７年（2025 年）以降は「匝瑳市人口ビジョン」を基に算出 
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２）年齢３区分別人口割合の推移と推計 

年齢 3 区分別人口割合の推移をみると、年少人口（０～14 歳）割合は、やや減少傾向である一

方、老年人口（65歳以上）割合は増加傾向となっています。 

 推計値をみると、今後も老年人口割合は増加が見込まれます。年少人口割合は８％台に減少す

る見込みです。 

 

【図表 年齢３区分別人口割合の推移と推計人口】 

 

 

 
資料：平成 31 年（2019 年）～令和６年（2024 年）は「千葉県年齢別・町字別人口（４月

１日現在）」の実績値、令和７年（2025 年）以降は「匝瑳市人口ビジョン」を基に算出 
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３）18歳未満の子ども人口推移と推計 

18歳未満の子どもの人口は、0～5歳、6～11歳、12～17歳、それぞれの区分で減少しています。

18歳未満の子どもの人口は令和６年（2024年）で 3,924人となっており、平成 31年（2019年）

から比べて 821人減少しています。 

 推計値をみても人口は減少傾向であり、令和１１年（2029 年）には就学前児童（０～５歳）は

777人、18歳未満の子ども全体では 3,159人と見込まれます。 

 

【図表 就学前児童・就学児童人口の推移と推計】 

 

 

 
資料：平成 31 年（2019 年）～令和６年（2024 年）は「千葉県年齢別・町字別人口（４月

１日現在）」の実績値、令和７年（2025 年）以降は「匝瑳市人口ビジョン」を基に算出 
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４）出生数と合計特殊出生率 

最近５年間の出生数は、減少傾向にあります。出生率（人口千対）も減少傾向であり、令和４年

（2022年）は 4.0を割り込んでいます。 

 合計特殊出生率も減少傾向にあり、令和４年（2022 年）では 1.02 と、千葉県と比較して 0.16

ポイント、全国比では 0.24ポイント低くなっています。 

 

【図表 出生数と出生率の推移】 

 

 

資料：千葉県人口動態統計（令和５年の値は年末頃公表予定） 

 

 

【図表 合計特殊出生率推移（県・国との比較）】 

 

 
資料：千葉県人口動態統計（令和５年の値は年末頃公表予定） 
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５）婚姻の動向 

婚姻件数については、令和３年（2021年）に 76件と減少しましたが、令和４年（2022年）では

93件と増加しています。 

 離婚件数と離婚率については、令和２年（2020 年）で 64 件と増加しましたが、以降は減少し、

令和４年（2022年）では 36件、離婚率は 1.1 となっています。 

 

【図表 婚姻件数と婚姻率】 

 

 

 

資料：千葉県人口動態統計（令和５年の値は年末頃公表予定） 

 

 

【図表 離婚件数と離婚率】 

 

 

 

資料：千葉県人口動態統計（令和５年の値は年末頃公表予定） 
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(２)家族や地域の状況 

１）世帯数と平均世帯人員の状況 

世帯数の推移をみると、平成 17 年（2005 年）をピークに、平成 27 年（2015 年）まで減少し

ていましたが、令和２年（2020年）では 12,883世帯にやや増加しています。 

 一方、１世帯当たりの平均世帯人員は、減少傾向が続いており、令和２年（2020 年）では 2.72

人となっています。 

  

【図表 世帯数と平均世帯人員の推移】 

 

 

 
資料：国勢調査 
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２）子どものいる世帯数の推移 

子どものいる世帯数の推移をみると、18 歳未満の子どものいる世帯数と 6 歳未満の子どもの

いる世帯数ともに減少傾向にあります。 

 

【図表 子どものいる世帯数の推移】 

 

 

 
資料：国勢調査 
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３）子どものいる世帯の家族類型の推移 

6 歳未満の子どものいる世帯も 18 歳未満の子どものいる世帯も核家族世帯の割合は増加傾

向にあり、平成 22年（2010年）以降は半数を超えています。 

 

【図表 ６歳未満の子どものいる世帯数の推移】 

 

 

資料：国勢調査 

 

【図表 18歳未満の子どものいる世帯数の推移】 

 

 

資料：国勢調査 
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４）未婚率の推移 

本市の未婚率の推移をみると、男女ともに年々未婚率が高くなる傾向がみられ、特に男性は、

令和２年（2020 年）の 30～34 歳の未婚率が 60％を超える高い割合となっています。女性も増

加傾向となっています。 

 また、本市の男性の未婚率は全体的に千葉県よりも高くなっています。 

 

【図 未婚率の推移】 
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(３)就業の状況 

１）産業構造別就業率 

産業構造別就業率の推移は、就業人口は全体として減少傾向です。産業別の割合において平

成 22 年（2010 年）までは、第１次・第２次産業の割合が減少し、第３次産業の割合が上昇。平成

27 年（2015 年）では、第１次・第２次産業が増加し、第３次産業が減少しましたが、令和２年

（2020年では、再び第１次・第２次産業の割合が減少し、第３次産業の割合が上昇しています。 

 

【図表 産業構造別就業率の推移】 
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２）女性の年齢別就業率の推移 

女性の年齢別就業率をみると、全国的な傾向と同様に、20 歳代後半から 30 歳代前半にかけ

ての子育て期間にいったん低下し、40 歳代には再び上昇するＭ字カーブを描きますが、千葉県と

全国とを比較すると、35歳以降の就業率は高くなっています。 

 

【図表 女性の年齢別就業率の推移（県・国との比較）】 

 

 

 
資料：令和２年（2022年）国勢調査 
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２．ニーズ調査から見た子育ての状況 

(１)調査の概要 

１）調査の目的 

   本計画策定のための基礎資料として、本市における保育ニーズや子育て支援サービスの利用状況

及び利用意向、また、子育て世帯の生活実態を把握することを目的に実施しました。 

 

２）調査設計 

⚫ 調査地域 匝瑳市全域 

⚫ 調査対象 ①市内在住の就学前児童（小学校入学前（０歳～５歳））のいる世帯の保護者 

       ②市内在住の就学児童（小学校１年生～６年生）のいる世帯 

⚫ 標 本 数 1,000件 （内訳：①500件､②500件） 

⚫ 抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

⚫ 調査方法 郵送による調査票の送付、郵送及びインターネット回答による回収 

⚫ 調査時期 令和５年（2023年）12月 25日（月） 

                      ～令和６年（2024年）１月 21日（日） 

 

３）回収結果 

 配布数 回収数 回収率 

就学前児童（小学校入学前（０～５歳）） 500件 197件 39.4% 

就学児童（小学校１年生～６年生） 500件 214件 42.8% 

合計 1,000件 411件 41.1% 

 

４）調査結果の表記について 

⚫ 集計結果は、小数点以下第 2位を四捨五入しており、比率の合計が 100％にならないことが

あります。複数回答を求めた設問は、回答者に対する割合を示しているので、合計値は

100％を超えます。 

⚫ 文中に示す「ｎ」は、各設問の回答者数です。 

⚫ 本文中の結果は百分率（％）で表していますが、比較等の場合はポイントという表現を用いて

います。 
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(２)子育て家庭を取り巻く状況 

１）一緒に住んでいる人、近隣に住んでいる人 

就学前児童、就学児童ともに、「両親と一緒に住んでいる」がほとんどを占めており、祖父母も同居ま

たは近くに住んでいますが、約２割が父と母のみとなっています。 

 

【図 一緒に住んでいる人、近隣に住んでいる人】 

 

 

 

 

２）子どもの子育て（教育を含む）を主にしている方 

子どもの子育て（教育を含む）を主にしている方は、就学前児童、就学児童ともに「父母ともに」が最

も多く、次いで「主に母親」となっており、この 2つでほとんどを占めています。 

 

【図 子どもの子育て（教育を含む）を主にしている方】 
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３）日頃、子どもを預かってもらえる親族・知人の有無 

日頃、子どもを預かってもらえる親族・知人の有無は、就学前児童、就学児童ともに、「日常的にご自

身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」が最も多く、次いで「緊急時もしくは用事のときにはご自身や

配偶者の親、親せきにみてもらえる」となっています。また、「いずれもいない」は就学前児童、就学児童

ともに約１割となっています。 

 

【図 日頃、子どもを預かってもらえる親族・知人の有無】 
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４）相談できる人や相談できる場所 

就学前児童、就学児童ともに、相談できる相手として「配偶者・パートナー」「親・親せき」「友人や知人」

と答える方が多くなっています。就学前児童では「幼稚園・保育所・こども園の先生」、就学児童では「小

学校の先生」との答えも多くなっています。 

 

【図 相談できる人や相談できる場所】 
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就学前児童（n=197)
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(３)保護者の就労状況 

１）保護者の就労状況（母親） 

母親の就労状況は、就学前児童では「フルタイムで働いている」と「パート・アルバイトなどで働いてい

る」が多くなっています。就学児童では「フルタイムで働いている」が最も多く、次いで「パート・アルバイ

トなどで働いている」が多くなっています。 

前回調査と比較すると、就学前児童の「以前は働いていたが、今は働いていない」の割合が約１割減

少しています。 

 

【表 保護者の就労状況（母親）】 

 

【前回調査】 

【表 保護者の就労状況（前回調査（母親））】 
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２）パート・アルバイト等で就労している母親のフルタイムへの転換希望 

パート・アルバイト等で就労している母親のフルタイムへの転換希望は、就学前児童、就学児童とも

に「パート・アルバイトなどで働き続けることを希望」が半数以上と最も多くなっており、次いで「フルタイ

ムへの希望はあるが、実現できる見込みはない」となっています。 

 

【図 母親のフルタイムへの転換希望】 

 

 

３）現在就労していない母親の就労希望 

現在就労していない母親の就労希望は、就学前児童、就学児童ともに「１年より先、一番下の子ども

が（ ）歳になったころに働きたい」が最も多くなっています。 

 

【図 現在就労していない母親の就労希望】 
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働き続けることを希望

パート・アルバイトなどをやめて

子育てや家事に専念したい

無回答・不明

就学児童（n=87)

6.8

41.9

44.6

5.4

1.4

0% 20% 40% 60%

フルタイムへの希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイトなどで

働き続けることを希望

パート・アルバイトなどをやめて

子育てや家事に専念したい

無回答・不明

就学前児童（n=74)

23.5

35.3

29.4

11.8

0% 20% 40% 60%

子育てや家事などに専念

したい（働く予定はない）

１年より先、一番下の子どもが、

（ ）歳になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは

１年以内に働きたい

無回答・不明

就学児童（n=17)

19.2

46.2

30.8

3.8

0% 20% 40% 60%

子育てや家事などに専念

したい（働く予定はない）

１年より先、一番下の子どもが、

（ ）歳になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは

１年以内に働きたい

無回答・不明

就学前児童（n=26)
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４）育児休暇の取得状況 

育児休業の取得状況は、母親では「育児休暇を取った、あるいは今取っている」が最も多く57.4％、

次いで「働いていなかった」が 23.9％、「育児休暇を取らずに離職した」が 13.2％、父親では「育児休

暇を取らずに働いた」が最も多く 77.2％、次いで「育児休暇を取った、あるいは今取っている」が

10.2％、「働いていなかった」が 2.0％となっています。 

また、前回調査と比較すると、母親、父親ともに、「育児休暇を取った、あるいは取っている」の割合が

増え、「育休休暇を取らずに働いた」の割合が減っています。 

 

【図 育児休暇の取得状況】 

 

 

【前回調査】 

【図 育児休暇の取得状況（前回調査）】 

 

  

2.0

10.2

77.2

0.0

10.7

0% 20% 40% 60% 80%

働いていなかった

育児休暇を取った、

あるいは今取っている

育児休暇を取らずに働いた

育児休暇を取らずに離職した

無回答・不明

父親

23.9

57.4

3.0

13.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

働いていなかった

育児休暇を取った、

あるいは今取っている

育児休暇を取らずに働いた

育児休暇を取らずに離職した

無回答・不明

母親
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５）育児休暇を取らなかった理由 

育児休暇を取らずに働いた、または育児休暇を取らずに離職した人に対し、その理由について聞い

たところ、母親では「子育てや家事に専念するため」が最も多く 28.1％、「職場に育児休業の制度がな

かった」が 25.0％、次いで「仕事に戻るのが難しそうだった」が 12.5％、父親では「仕事が忙しかった」

が最も多く 34.2％、次いで「収入減となり、経済的に苦しくなる」が 28.3％、「職場に育児休業を取り

にくい雰囲気があった」が 23.0％となっています。 

前回調査と比較すると、母親では「子育てや家事に専念するため」が７．２ポイント増加しています。父

親では「配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などにみてもらえるなど、制度を利用する必要がな

かった」が 10.5ポイント減少しています。 

 

 

【図 育児休暇を取らなかった理由】 

 

 

  

23.0

34.2

0.0

0.0

2.6

28.3

1.3

20.4

7.9

0.0

12.5

0.0

1.3

0.0

3.9

25.0

0% 20% 40%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

出産後すぐに仕事に復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などに

みてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

職場に育児休業の制度がなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取れることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週

間）を取得できることを知らなかった

その他

無回答・不明

父親（n=152)

9.4

6.3

6.3

12.5

0.0

6.3

3.1

0.0

3.1

28.1

25.0

9.4

0.0

0.0

0.0

28.1

0% 20% 40%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

出産後すぐに仕事に復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などに

みてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

職場に育児休業の制度がなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取れることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週

間）を取得できることを知らなかった

その他

無回答・不明

母親（n=32)
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【前回調査】 

【図 育児休暇を取らなかった理由（前回調査）】 
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６）仕事と子育てを両立させる上での課題 

仕事と子育てを両立させる上での課題は、就学前児童では「子どもや自分が病気やけがをしたとき

に代わりに子どもをみてくれる人がいないこと」が最も多く 59.4％、次いで「残業や出張が入ること」が

44.2％、「子どもと接する時間が少ないこと」が 41.1％、就学児童では「子どもや自分が病気やけがを

したときに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと」が最も多く 46.7％、次いで「子どもと接する時

間が少ないこと」が 36.0％、「残業や出張が入ること」が 35.0％となっています。。 

 

【図 仕事と子育てを両立させる上での課題】 

 

 

  

35.0

46.7

23.8

12.1

17.8

16.8

13.6

7.9

36.0

11.2

8.9

0% 50% 100%

残業や出張が入ること

子どもや自分が病気やけがをしたときに

代わりに子どもをみてくれる人がいないこと

配偶者の協力が得られないこと

ご自身や配偶者の親など

の理解が得られないこと

職場に子育てを支援する制度がないこと（育児

休業、子どもの看護休暇、短時間勤務など）

職場の理解や協力が得られないこと

子どものほかにご自身や配偶者の親

などの介護をしなければならないこと

子どもを預かってくれる保育所

などがみつからないこと

子どもと接する時間が少ないこと

その他

無回答・不明

就学児童（n=214)

44.2

59.4

18.8

4.6

18.3

26.9

7.6

4.1

41.1

9.1

1.0

0% 50% 100%

残業や出張が入ること

子どもや自分が病気やけがをしたときに

代わりに子どもをみてくれる人がいないこと

配偶者の協力が得られないこと

ご自身や配偶者の親など

の理解が得られないこと

職場に子育てを支援する制度がないこと（育児

休業、子どもの看護休暇、短時間勤務など）

職場の理解や協力が得られないこと

子どものほかにご自身や配偶者の親

などの介護をしなければならないこと

子どもを預かってくれる保育所

などがみつからないこと

子どもと接する時間が少ないこと

その他

無回答・不明

就学前児童（n=197)



 

22 

(４)教育・保育事業について 

１）平日の定期的な幼稚園や保育所等の利用状況と利用希望 

平日の定期的な幼稚園や保育所などを利用している人に対し、利用している施設やサービスについ

て聞いたところ、「認可保育所」が最も多く 76.9％、次いで「認定こども園」が 10.9％、「地域子育て支

援センター」が 5.1％となっています。 

平日の定期的な幼稚園や保育所などの利用希望は、「認可保育所」が最も多く 66.0％、次いで「認

定こども園」が 24.9％、「地域子育て支援センター」が 19.8％となっています。 

 

【図 平日の定期的な幼稚園や保育所等の利用状況】 

 

 

【図 今後利用したい平日の定期的な幼稚園や保育所等について】 

  

3.2

1.3

76.9

10.9

1.9

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

5.1

0.0

3.2

1.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

簡易保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

地域子育て支援センター

ファミリー・サポート・センター

マザーズホーム

その他

無回答・不明

就学前児童（n=156)

15.7

10.7

66.0

24.9

7.1

1.0

3.6

0.5

1.0

4.1

19.8

5.1

6.1

9.1

3.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

簡易保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

地域子育て支援センター

ファミリー・サポート・センター

マザーズホーム

特になし

その他

無回答・不明

就学前児童（n=197)
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３）平日の定期的な利用をしていない理由 

平日の定期的な幼稚園や保育所などを利用していない人に対し、利用していない理由について聞い

たところ、「子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら利用しようと考えている」が最も多く

69.2％、次いで「ご自身や配偶者が子どもの世話をしているため、利用する必要がない」が 53.8％、

「ご自身や配偶者の親、親せきがみている」が 5.1％となっています。また、子どもが大きくなったら利用

しようと考えている人に対し、子どもが何歳になったら利用したいと思うかについて聞いたところ、「３

歳」、「１歳」、「２歳」の順に多くなっています。 

前回調査と比較すると、「子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら利用しようと考えている」が

約９ポイント増加しています。 

 

【図 平日の定期的な利用をしていない理由】 

 

  

53.8

5.1

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

69.2

7.7

0.0

0% 50% 100%

ご自身や配偶者が子どもの世話をしているため、利用する必要がない

ご自身や配偶者の親、親せきがみている

近所の人や友人・知人がみている

利用したいが、幼稚園や保育所などに空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件が合わない

利用したいが、サービスの質や場所などで納得できる幼稚園や保育所などがない

子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら利用しようと考えている

その他

無回答・不明

就学前児童（n=39)

33.3%

25.9%

40.7%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１歳

２歳

３歳

４歳以上

無回答・不明

就学前児童（n=27)
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【前回調査】 

【図 平日の定期的な利用をしていない理由（前回調査）】 

 

  



 

25 

 

４）地域子育て支援センター（つどいの広場、あかしあこども園）の利用 

地域子育て支援センターの利用状況は、「利用している」が 14.7％、「利用していない」が 77.2％と

なっています。 

地域子育て支援センターの利用希望は、「新たに利用したり、利用回数を増やしたりしたいとは思わ

ない」が約６割と最も多くなって言います。また、利用していないが、今後利用したいと思う人に対し、利

用したい回数について聞いたところ、「週１回（月４回）」、「月１回」「月２回」、「月３回」の順で多くなって

います。さらに、すでに利用しているが、今後利用回数を増やしたいと思う人に対し、利用を増やしたい

回数について聞いたところ、「月１回」、「週１回（月４回）」「週３回」の順で多くなっています。 

 

【図 地域子育て支援センターの利用】 

 

 

【図 地域子育て支援センターの利用とその利用回数】 

 

 

  

14.7

77.2

8.1

0% 50% 100%

利用している

利用していない

無回答・不明

就学前児童（n=197)

12.7

5.6

59.4

22.3

0% 50% 100%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用回数を増やしたい

新たに利用したり、利用回数を増やしたりしたいとは思わない

無回答・不明

就学前児童（n=197)

27.3

0.0

9.1

18.2

9.1

18.2

9.1

0.0

9.1

0% 10% 20% 30%

月１回

月２回

月３回

週１回（月４回）

週２回

週３回

週４回

週５回以上

不明

すでに利用しているが、今後利用回数を増やしたい（n=11)

20.0

20.0

12.0

24.0

8.0

4.0

4.0

0.0

8.0

0% 10% 20% 30%

月１回

月２回

月３回

週１回（月４回）

週２回

週３回

週４回

週５回以上

不明

利用していないが、今後利用したい（n=25)
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５）放課後の過ごし方 

就学前児童で、小学校の放課後（平日の小学校終了後）に過ごさせたい場所は、小学校低学年１～３

年生では「放課後児童クラブ」が最も多く 50.0％、次いで「自宅」が 36.8％、「習い事（ピアノ教室、ス

ポーツクラブ、学習塾など）」が 26.3％、小学校高学年４～６年生では「自宅」が最も多く 42.1％、次い

で「放課後児童クラブ」が 31.6％、「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」が 26.3％とな

っています。 

なお、就学児童で放課後児童クラブまたは放課後子ども教室の利用状況は、「利用している」が

30.8％、「利用していない」が 69.2％となっています。また、放課後児童クラブまたは放課後子ども教

室を利用している人に対し、その内容について聞いたところ、「放課後児童クラブ」が 77.3％、「放課後

子ども教室」が 13.6％となっています 

 

【図 放課後の過ごし方の希望（就学前児童）】 

 

 

【図 就学児童 放課後児童クラブ・放課後子ども教室の利用（就学児童）】 

 

 

  

42.1

5.3

31.6

15.8

26.3

0.0

5.3

13.2

0% 20% 40% 60%

自宅

ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答・不明

小学校高学年４～６年生

36.8

0.0

50.0

18.4

26.3

0.0

7.9

2.6

0% 20% 40% 60%

自宅

ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家

放課後児童クラブ

放課後子ども教室

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答・不明

小学校低学年１～３年生

30.8

69.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している

利用していない

無回答・不明

就学児童（n=214)

77.3

13.6

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

放課後児童クラブ

放課後ことも教室

無回答・不明

就学児童（n=66)
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(５)子育てを支援する生活環境について 

① 外出時に困ったこと（就学前児童のみ） 

住まいの地域を子どもと外出されるときに困ること（困ったこと）は、「買い物や用事などの合間の気

分転換に子どもを遊ばせる場所がない」が最も多く53.8％、次いで「小さな子どもとの食事に配慮され

た場所（店）が少ない」が 48.7％、「自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が多

いので心配」が 41.1％となっています。 

 

【図 外出時に困ったこと（就学前児童のみ）】 

 

 

 

 

 

  

41.1

15.7

8.6

29.9

19.8

48.7

53.8

24.4

4.1

14.2

11.7

7.1

2.0

0% 50% 100%

自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が多いので心配

歩道の段差などがベビーカーや自転車での通行の妨げになっている

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていない

授乳する場所や必要な設備がない

小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）が少ない

買い物や用事などの合間の気分転換に子どもを遊ばせる場所がない

緑や広い歩道が少ないなど街並みにゆとりとうるおいがない

周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る

荷物や子どもに手をとられて困っているときに手を貸してくれる人が少ない

特にない

その他

無回答・不明

就学前児童（n=197)
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② 地域の遊び場で日ごろ感じること 

住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは、就学前児童では「雨の日に遊べる場

所がない」が最も多く 76.1％、次いで「公園など遊び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮さ

れていない」が 43.7％、「遊具などの種類が充実していない」が 39.1％、就学児童では「雨の日に遊

べる場所がない」が最も多く 73.4％、次いで「近くに遊び場がない」が 40.7％、「遊具などの種類が充

実していない」が 35.5％となっています。 

 

【図 地域の子どもの遊び場について日ごろ感じること】 
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0.0

0% 20% 40% 60% 80%

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

不衛生である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊具などの設備が古くて危険である

緑や水辺など子どもが

自然にふれあう場が少ない

遊び場やその周辺の環境が

悪くて安心して遊べない

公園など遊び場のトイレがおむつ替えや

親子での利用に配慮されていない

遊び場周辺の道路が危険である

遊び場に行っても子どもと

同じ歳くらいの遊び仲間がいない

その他

特に感じることはない

無回答・不明

就学児童（n=214)

29.4

76.1

9.1

39.1

11.2

17.8

25.9

21.8

6.6

43.7

10.2

11.7

7.1

6.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80%

近くに遊び場がない

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

不衛生である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊具などの設備が古くて危険である

緑や水辺など子どもが

自然にふれあう場が少ない

遊び場やその周辺の環境が

悪くて安心して遊べない

公園など遊び場のトイレがおむつ替えや

親子での利用に配慮されていない

遊び場周辺の道路が危険である

遊び場に行っても子どもと

同じ歳くらいの遊び仲間がいない

その他

特に感じることはない

無回答・不明

就学前児童（n=197)
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(６)子育ての悩みや各種施策について 

① 子育ての悩みについて 

子どもに関することで、日常悩んでいること、あるいは気になることは、就学前児童では「食事や栄養

に関すること」が最も多く 41.1％、次いで「病気や発育発達に関すること」が 38.6％、「子どもの教育に

関すること」が 32.0％、就学児童では「子どもの教育に関すること」が最も多く 44.4％、次いで「子ど

もの友だちづきあいに関すること」が 35.5％、「子どもと過ごす時間が十分取れないこと」が 29.4％と

なっています。 

自分に関することで、日常悩んでいること、あるいは気になることは、就学前児童では「仕事や自分

のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと」が最も多く 44.2％、次いで「子育てにかかる出費

がかさむこと」が 42.1％、「子育てによる身体の疲れが大きいこと」が 31.0％、就学児童では「子育て

にかかる出費がかさむこと」が最も多く 45.8％、次いで「仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が

十分取れないこと」が 37.4％、「子育てのストレスなどから子どもにきつくあたってしまうこと」が

21.5％となっています 

 

 

【図 子育ての悩みについて（子どもに関すること）】 
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食事や栄養に関すること
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子どもと過ごす時間が十分取れないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友だちづきあいに関すること

子どもの登所・登園拒否（不登校）など

特にない

その他

無回答・不明

就学児童（n=214)

38.6

41.1

18.3

21.3

32.0

20.3

6.1

20.3

2.0

1.5

0% 20% 40% 60%

病気や発育発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもと過ごす時間が十分取れないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友だちづきあいに関すること

子どもの登所・登園拒否（不登校）など

特にない

その他

無回答・不明

就学前児童（n=197)
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【図 子育ての悩みについて（ご自身に関すること）】 
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子育てに関して配偶者の協力が少ないこと

配偶者と子育てに関して意見が合わないこと

子育てが大変なことを、ご自身や配偶者の親、親せき、

近隣の人、職場など周りの人が理解してくれないこと

ご自身の子育てについて、ご自身や配偶者の親、親せ

き、近隣の人、職場など周りの見る目が気になること

子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことなど

自分の時間が十分取れないこと

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子育てのストレスなどから

子どもにきつくあたってしまうこと

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子育てにかかる出費がかさむこと

住居がせまいこと

特にない

その他

無回答・不明

就学児童（n=214)

12.2

8.6

5.6

9.1

6.1

44.2

8.1

29.9

31.0

42.1

10.2

15.2

3.6

3.6

0% 50%

子育てに関して配偶者の協力が少ないこと

配偶者と子育てに関して意見が合わないこと

子育てが大変なことを、ご自身や配偶者の親、親せき、

近隣の人、職場など周りの人が理解してくれないこと

ご自身の子育てについて、ご自身や配偶者の親、親せ

き、近隣の人、職場など周りの見る目が気になること

子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことなど

自分の時間が十分取れないこと

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子育てのストレスなどから

子どもにきつくあたってしまうこと

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子育てにかかる出費がかさむこと

住居がせまいこと

特にない

その他

無回答・不明

就学前児童（n=197)
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② 子育てに有効だと感じる支援・対策 

自分にとって、子育てをする中で有効と感じている支援・対策は、就学前児童では「仕事と家庭生活

の両立ができる労働環境の整備」が最も多く 48.7％、次いで「子育てしやすい住居・まちの環境面で

の充実」が 42.1％、「子どもの教育環境」が 35.5％、就学児童では「子育てしやすい住居・まちの環境

面での充実」が最も多く 41.1％、次いで「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」が 40.7％、

「子どもの教育環境」が 39.3％となっています。 

 

【図 子育てに有効だと感じる支援・対策】 
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放課後児童クラブの充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもの活動拠点の充実

子育て支援センターの整備・充実

訪問型の支援サービスの充実

健やかな妊娠・出産に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援

その他

無回答・不明

就学児童（n=214)

26.9

32.0

5.1

5.6

5.6

16.8

35.5

42.1

48.7

22.8

6.6

5.1

6.6

0% 20% 40% 60%

地域における子育て支援の充実

（一時預かり、育児相談など）

放課後児童クラブの充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもの活動拠点の充実

子育て支援センターの整備・充実

訪問型の支援サービスの充実

健やかな妊娠・出産に対する支援

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

援護を要する子どもに対する支援

その他

無回答・不明

就学前児童（n=197)
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③ 匝瑳市に望むこと 

匝瑳市に対する要望は、就学前児童では「小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体

制を整備する」が約７割と最も多く、次いで「育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの子育て

世帯への経済的援助の拡充」、「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」と続いて

います。 

また、就学児童では「育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの子育て世帯への経済的援助

の拡充」が約６割と最も多く、次いで「小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整

備する」、「子どもの安全を確保する対策を充実する」と続いています。 

 

【図 匝瑳市に望むこと】 
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親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす

親子が安心して集まれる出張ひろばなどの屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペー

スづくりや、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に

役立つ親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

子育てサークル活動への支援を充実する

保育所や放課後児童クラブなど子どもを預ける施設を増やす

マザーズホームを充実する

幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長

や夏休みなどの預かり保育などを充実する

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなど

による子育て支援サービスに対する支援を行う

小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する

子どもの安全を確保する対策を充実する

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充

などの子育て世帯への経済的援助の拡充

公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

その他

特になし

無回答・不明

就学児童（n=214)
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親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす

親子が安心して集まれる出張ひろばなどの屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペー

スづくりや、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に

役立つ親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

子育てサークル活動への支援を充実する

保育所や放課後児童クラブなど子どもを預ける施設を増やす

マザーズホームを充実する

幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長

や夏休みなどの預かり保育などを充実する

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなど

による子育て支援サービスに対する支援を行う

小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する

子どもの安全を確保する対策を充実する

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充

などの子育て世帯への経済的援助の拡充

公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

その他

特になし

無回答・不明

就学前児童（n=197)
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３．匝瑳市の子ども・子育てを取り巻く現状と課題 

本市の子どもをめぐる現状やニーズ調査等の結果から、現時点での子ども・子育て支援施策の充

実に向けて課題を整理しました。 

 

(１)保育サービスの確保と子育て支援の充実及び質の向上 

本市では、様々な教育・保育サービスのニーズに応えるため、第２次計画を基にサービスの提供を

進めるとともに、子育て世代包括支援センター等で子育ての不安や悩みを聞いたり、子育て支援に

関する情報を提供する等、子育ての孤立を防ぐ取組を行っていますが、子どもの減少や核家族化に

より、子どもも保護者も孤立しやすい状況になっています。子育て世代包括支援センターを中心とす

る地域社会のネットワークづくり等で、子育て家庭を支援できるように取り組む必要があります。 

また、本市では子どもの減少により、保育サービスや子育て支援サービスの利用が全体的に減少

することが考えられますが、母親・父親ともに就労している割合が増加していることもあり、保育サー

ビスや子育て支援サービスを利用する割合は増加すると予想されます。母親や父親の働き方が多様

になっていることもあり、今後、保育サービスや子育て支援サービスは、母親や父親等保護者の様々

な状況に対応していくことが求められると考えられ、保育サービスの確保とともに様々なニーズに適

切に対応できるよう、サービスの質の向上が必要です。 

 

(２)子育てする保護者のための多様な支援の充実 

 子どもが健やかに育つためには、子どもも保護者も健康であることが大切です。さらに妊娠時の

健康状態が子どもにも大きな影響を与えることから、本市では、妊娠と安全な出産のための支援や

保護者と子どもの成長支援に取組んでおり、引き続き妊娠、出産、子育てまで一貫した健康の維持・

増進に努めていくことが必要です。 

アンケートでは、市内には小児救急対応の医療機関はないため、小児救急等の医療体制整備を

求める声が第２次計画に続き多く寄せられています。また、子どもが病気になった時に幼稚園や保育

園などの施設やサービスが利用できなかったことも多くあることから、小児救急医療体制の整備に加

え、病気の子どものための保育施設など、病児病後児に対応する体制が必要です。 

仕事と子育ての両立については、親や親せき、知人に子どもを預けることのできる家庭が多く、子

育て世代の女性の就業率も国や県と比較して高いことから、就労ができている環境だと考えられま

す。しかし、誰にも預けることのできない家庭や、現在未就業だが就労を希望する母親も多くいるこ

とから、仕事と子育てが両立できる環境をさらに充実させていく必要があります。 

また、アンケートでは、子育て世帯へは育児給付や児童手当、扶養控除など経済的援助が必要だ

との回答が多くなっており、子どもと保護者を経済面でも支える取組を考える必要があります。 
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(３)子どもを育む、安全で安心できる場の整備 

第２次計画において、子育てに適した住環境や子どもが安全で安心して過ごせるための環境づく

り等の取組を行っていますが、アンケートでは、本市への要望として、親子で行ける屋内・屋外の施

設の整備が挙げられており、保護者が安心して子ども遊ばせることができる場所や子どもと保護者

が一緒に過ごせる場所等ができることが望まれています。 

また、子どもの安全を確保する対策を充実することも挙げられていることから、道路交通環境の整

備や子どもを犯罪や事故から守るための活動等で安全な地域環境の整備に努めていく必要があり

ます。 


